
地域の歴史文化を育み歩む…西正寺

「坂部」の地名は南北朝時代にみられます。こと「上坂部」に限ると、史料上の初見は1617年（元和3）「摂

津一国高御改帳」となっています。（『尼崎市史』第5巻） 上坂部の水利は三平井組に属し、氏神は式内社の

伊佐具神社、寺院は浄土真宗本願寺派西正寺（さいしょうじ）を拠としています。

西正寺は江戸初期に、地元の請願によって建立され、古文書には「寛永１０年

（１６３３年）４月１５日に西本願寺良如上人（第十三代宗主）より木像と寺号

御免の印判を戴いた」と記されています。西正寺道場の再興願書が存在すること

から、お寺の存続に係っては栄枯盛衰があったようです。現代においては、日本

人の宗教離れ・無宗教化が危惧されていますが、西正寺では、お寺で地域の人た

ちとカレーイベント(カリー寺)を行ったり、地域・社会の問題を考えるワークシ

ョップや落語(西正寺寄席)を開催するなど、地元のお寺として親しまれています。

右の２枚のモノ

クロ写真は、昭和

２４年前後の頃の

ものです。地域の

方々が釣鐘堂に集

う姿に、お寺への

想いや願いがうか

がわれます。

３枚目の写真は「きょうちくの鐘」（昭和３９年

８月２４日 青少年課撮影）と題した写真で、子ど

もたちが鐘つきに一斉に注目している姿が印象的で

す。また、近年においても、校区探検で子どもたち

が訪れたりします。（カラー写真） 格子状の引き

戸から上に開いた板は「しとみ戸」とよばれるもの

です。日光，風雨，寒さ等を防ぐ建具ですが、上下

に開くタイプと上にだけ開くタイプがあります。西

正寺は、上にだけ開く「半じとみ」です。尼崎市内

の寺院で、しとみ戸があるのは、ここだけです。み

んな熱心に記録していますね。＜資料提供＞西正寺


